
第10回宇宙開発委璽会（臨時会譲）
　　　　　議　　事　　次　　第

■

1．　日　時　昭和55年6月12日（木）

　　　　　　　　　　　午前9時50分～10時50分

2．場　所　宇宙開発委員会会隷室

5　議　題　（1）実験用静止通信衛星（EGS－b）の打上げ結＝果

　　　　　　　の評価について（報告）

　　　　　　説　明　者

　　　　　　　宇宙開発委員会　第四部会長　佐　貫　亦　男

　　　　　　（2）M－3Sロケット1号機の打上げ結果の評価に

　　　　　　　ついて（華墨付託）

4．資　料

委10－1

委10－2

委10－5

委10－4

第9回宇宙開発委負会（定例会譲）議1事要旨簾

実験用静止通信衝星（ECS－b）の打上け結果

の評価について（報告）

実験用静止通信衛星「あやめ2号」の不具合

について（宇宙開発委員会委員長談話）

亙一5Sロケット1号機の打上げ結果の評価
について（柔）
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1．　日　時　昭和55年6月4日（水）　午後2時～4時

2．場

3

所　宇宙溌発委員会会議堅

陣　関係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況について

4．資　料

5

委一9－1　第8回宇宙開発委員会（定例会謎）議事要旨（案）

委一9－2　閣係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況

出席君
　宇宙購発委貴会委員長代理

　　　　〃　　　委貴

　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　〃　　　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁研究誌整局長

　　　〃　　長官官房審詠官

　通商産案省機械情職産莱局次長

運輸省海上保安庁総務部長

〃気象庁総務部長

郵政省電波監理二一議官

建設省大臣官房技術参事官
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事　務　局
　科学技術庁研究調整局宇宙企画謙長　　佐々木　寿　康

　　　〃　 〃　字宙国除課長　佐藤允克
　　　〃　 〃　宇宙開発課長　鈴木　 晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．護　事
　（1）　前回講事要旨

　　　第8回宇宙開発委員会（定例会謎）議事要旨（集）が確認さ

　　れた。

　（2）関係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況について

　　　覇務局より資料委一9－2に基づき説明が行われたのち・

　　以下の質疑応答が行われた。

　　吉識；　今朝の転遣で，静止気象衛星「ひまわり」の執道修

　　　　　正に伴う衛星の回転軸のずれのため・画檬が一時的に

　　　　　得られない状況になったと聞いたが，これはどういう

　　　　　ことか。

　　相良（代埋：山中）：　軌道修正後は，軌道と姿勢等の高精

　　　　　度の予測値が得られず，画像処理が正常に行えないた

　　　　　め一時的に起きる塊象である。勅道修正後の衛星姿勢

　　　　　及び軌憲の予測値に合った画像処垣を行うことにより・

　　　　　現在は正常な画像が待られている。

　　　　　　なお，6月中旬に再度南北方同の軌道修正を行う予

　　　　　定である。

　　山内：　この進捗状況の調査結果をみると，特に衛星系共通

　　　　　技術の分野についていろいろな研究が行われているが・

　　　　　この他にも着手しなければならない重要な研究が多く

　　　　　残されているように忠う・

　　　　　　このような研究課題をいかに取り上げ，実施に移し

　　　　　ていくかについて検討する必要がある。


